


開催概要

名 称	 2019NEW環境展
	 N-EXPO	2019（New	Environmental	Exposition	2019）

テ ー マ	 環境ビジネスの展開

目 的	 企業の社会的責任が問われる時代に入り、環境との共生を無視しては企業の存続すら危ぶまれる時代になりまし
た。また持続可能な循環型社会の構築にむけ環境汚染問題や地球温暖化問題の解決は避けて通れない課題です。
とりわけ資源有効利用や多様な新エネルギーの活用は、環境対策にとり最重要の取り組みです。そうしたなか、
各種課題に対応する様々な環境技術・サービスを一堂に展示情報発信する事により環境保全への啓発を行い、国
民生活の安定と環境関連産業の発展を目的とします。

主 催	 日報ビジネス株式会社

	 （週刊循環経済新聞／月刊廃棄物／隔月刊イー・コンテクチャー／隔月刊地球温暖化／メルマガ産廃NEXT）

後 援	 環境省、国土交通省、農林水産省、経済産業省、文部科学省、東京都、日本商工会議所、東京商工会議所、一般
社団法人廃棄物資源循環学会、在日ドイツ商工会議所、KOTRA（大韓貿易投資振興公社）大阪貿易館、TAITRA
（台湾貿易センター）

協 賛	 アルミ缶リサイクル協会、飲料用紙容器リサイクル協議会、一般社団法人エコステージ協会、塩ビ工業・環境協
会、一般財団法人家電製品協会、紙製容器包装リサイクル推進協議会、ガラスびん3R促進協議会、公益社団法人
環境生活文化機構、公益財団法人北九州産業学術推進機構、建設副産物リサイクル広報推進会議、公益社団法人
国土緑化推進機構、一般社団法人産業環境管理協会、公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団、一般社団法人
JBRC、特定非営利活動法人持続可能な社会をつくる元気ネット、一般社団法人住宅生産団体連合会、公益社団法
人食品容器環境美化協会、一般財団法人新エネルギー財団、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発
機構、スチール缶リサイクル協会、公益社団法人全国解体工事業団体連合会、全国環境整備事業協同組合連合会、
公益社団法人全国産業資源循環連合会、一般社団法人全国食品リサイクル連合会、公益社団法人全国都市清掃会
議、特定非営利活動法人全国廃棄物教育センター連合会、特定非営利活動法人全国木材資源リサイクル協会連合会、
特定非営利活動法人全日本自動車リサイクル事業連合、全日本プラスチックリサイクル工業会、段ボールリサイ
クル協議会、公益財団法人地球環境産業技術研究機構、一般社団法人東京都産業廃棄物協会、一般社団法人土壌
環境センター、特定非営利活動法人生ごみリサイクル全国ネットワーク、一般社団法人日本RPF工業会、一般社
団法人日本汚染土壌処理業協会、一般社団法人日本ガス協会、一般社団法人日本環境衛生施設工業会、一般財団
法人日本環境衛生センター、公益財団法人日本環境協会、一般社団法人日本環境保全協会、一般社団法人日本建材・
住宅設備産業協会、一般社団法人日本建設機械工業会、一般社団法人日本建設業連合会、一般社団法人日本小形
風力発電協会、日本再生資源事業協同組合連合会、一般社団法人日本産業機械工業会、公益財団法人日本産業廃
棄物処理振興センター、公益財団法人日本生態系協会、一般社団法人日本鉄リサイクル工業会、一般社団法人日
本廃棄物コンサルタント協会、一般社団法人日本PCB全量廃棄促進協会、一般社団法人日本風力発電協会、一般

御礼

このたびは2019NEW環境展／2019地球温暖化防止展にご出展いただき、また後援・協賛を賜り誠に有難うござい
ました。
おかげさまで509社・1890小間・来場者115,976名のアジア最大級の規模で、盛況裡に終了することができました。
関係各位の力強いご支援ご協力に心より御礼申し上げます。
ここに同展示会の「終了報告書」を取りまとめましたのでご一読をお願い致します。今後ともご愛顧くださいますよう
よろしくお願い申し上げます。

2019年3月
2019NEW環境展／2019地球温暖化防止展	事務局
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社団法人日本有機資源協会、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会、公益財団法人廃棄物・3R研究財団、公
益財団法人福岡県リサイクル総合研究事業化センター、一般社団法人プラスチック循環利用協会、プラスチック
容器包装リサイクル推進協議会、PETボトルリサイクル推進協議会、有害・医療廃棄物研究会

会 期	 2019年3月12日（火）〜15日（金）4日間

時 間	 午前10時〜午後5時（最終日は午後4時まで）

会 場	 東京ビッグサイト　東展示棟、屋外会場（東京都江東区有明3-10-1）

展示規模	 408社　1710小間（509社、1890小間※1）

動員結果	 115,976人※1

入 場 料	 1,000円（税込）※1

出展対象	 サーマル、大気・水・土壌・環境浄化、作業環境改善･測定・分析、収集･運搬・搬送、IT・ソリューション技術、
廃棄物処理・リサイクル関連、自治体、土木・建設・災害対策、機密文書・セキュリティ対策

来場対象	 国会・地方議員、中央官庁、地方自治体、製造業等排出企業、処理業、解体工事業、建設業、プラントメーカー、
商社、流通業、コンサルタント、学識者、研究機関、報道機関、一般の方等

※1　地球温暖化防止展と合わせて

名 称	 2019地球温暖化防止展
	 GWPE	2019（Global	Warming	Prevention	Exhibition	2019）

テ ー マ	 CO2削減と新エネ・省エネビジネスの推進

目 的	 企業の社会的責任が問われる時代に入り、環境との共生を無視しては企業の存続すら危ぶまれる時代になりまし
た。また持続可能な低炭素社会の構築に向け、地球温暖化問題やエネルギー問題の解決は避けて通れない課題です。
とりわけ省エネルギーや再生可能エネルギー、ヒートアイランド技術、CO2排出削減技術の活用は温暖化対策に
とり最重要の取り組みです。そうしたなか、各種課題に対応する様々な環境技術・サービスを一堂に展示情報発
信する事により環境保全啓発を行い、国民生活の安定と環境・温暖化防止関連産業の発展を目的とします。

主 催	 日報ビジネス株式会社

	 （週刊循環経済新聞／月刊廃棄物／隔月刊イー・コンテクチャー／隔月刊地球温暖化／メルマガ産廃NEXT）

後 援	 環境省、経済産業省、国土交通省、農林水産省、文部科学省、東京都、一般社団法人地球温暖化防止全国ネット
（全国地球温暖化防止活動推進センター）、在日ドイツ商工会議所、KOTRA（大韓貿易投資振興公社）大阪貿易館、
TAITRA（台湾貿易センター）

協 賛	 特定非営利活動法人雨水市民の会、公益社団法人国土緑化推進機構、一般社団法人産業環境管理協会、一般社団
法人住宅生産団体連合会、一般財団法人新エネルギー財団、全国小水力利用推進協議会、一般社団法人太陽光発
電協会、公益財団法人地球環境産業技術研究機構、公益財団法人地球環境戦略研究機関、特定非営利活動法人地
中熱利用促進協会、一般社団法人日本エネルギー学会、一般社団法人日本建材・住宅設備産業協会、一般社団法
人日本建設業連合会、一般社団法人日本小形風力発電協会、公益財団法人日本生態系協会、一般社団法人日本太
陽光メンテナンス協会、一般社団法人日本風力発電協会、一般社団法人日本木質バイオマスエネルギー協会

会 期	 2019年3月12日（火）〜15日（金）4日間

時 間	 午前10時〜午後5時（最終日は午後4時まで）

会 場	 東京ビッグサイト　東展示棟、屋外会場（東京都江東区有明3-10-1）

展示規模	 101社　180小間（509社、1890小間※2）

動員結果	 115,976人※2

入 場 料	 1,000円（税込）※2

出展対象	 再生可能エネルギー、省エネルギー、環境緑化関連、CO2排出削減関連システム、環境共生住宅、温暖化抑制建材、
学術機関・各種団体、猛暑対策

来場対象	 国会・地方議員、中央官庁、地方自治体、エネルギー関係、コンサルタント、建設業、製造業、流通業、プラン
トメーカー、商社、処理業、解体工事業、学識者、研究機関、報道機関、一般の方等

※2　NEW環境展と合わせて
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■ 次のように宣伝周知活動を行いました。
〈ポスター〉	 後援・協賛団体、出展社、都道府県市町村、クリーンセンター、保健所、商工会議所、大使館・領事館、

大学、高専・高校、研究所、その他事業所へPR送付。
〈新聞広告〉	 日本経済新聞、日経産業新聞、日刊工業新聞（PR企画）、循環経済新聞、包装タイムス、他にて告知。
〈雑誌広告〉	 月刊廃棄物、隔月刊イー・コンテクチャー、隔月刊地球温暖化、産廃NEXT、月刊食品包装、月刊カ

ートンボックス、他にて告知。
〈招待券〉	 東京商工会議所の会報に同封、事務局からポスター送付先その他にご案内、および各出展社より送付

（120万枚）。
〈交通広告〉	 山手線、常磐線、横須賀線、総武快速線、つくばエクスプレス、東京メトロ、大阪メトロ、JR（北海道

地域・仙台地域・静岡地域・関西地域・北陸地域・岡山地域・広島地域・四国地域）札幌地下鉄、名古
屋地下鉄、福岡地下鉄、沖縄ゆいレールに中吊り広告を掲載。JR品川駅・大阪メトロ本町駅に駅貼り
ポスターを掲示。

〈インターネット〉	 Yahoo!	JAPANブランドパネル、フリークアウトDSPおよびGoogleディスプレイネットワーク、
Yahooディスプレイネットワーク、Googleアドワーズ、Yahooスポンサードリサーチ

〈海外インターネット〉	 韓国・台湾・香港に向けて、Googleディスプレ
イ広告・Googleリスティング広告を配信

〈テレビCM〉	 日本テレビ、TBSテレビ、テレビ朝日、テレビ
東京（関東エリア）にて放映

〈Facebook・LINE〉	情報発信

■ 取材各社
〈テレビ〉	 山陰中央テレビ（プライムニュースさんいん）
〈プレス〉	 テレビ・ラジオ、インターネット、一般紙・誌、

専門紙・誌、業界紙・誌、その他合わせ924件の
プレス来場がありました。

■ 来場者の皆様にアンケートを行いました
5月3月12日（火）〜15日（金）の4日間を通し、各日250人の方にアンケートを実施し、1000件のご回答をいた
だきました。ご協力ありがとうございました。

広報宣伝活動

■ ご来場のきっかけはなんですか?
❶ 出展社からの招待券・DM 41.2%
❷ 主催者からの招待券・DM 29.4%
❸ Web 16.3%
❹ 新聞 5.0%
❺ 雑誌 1.8%
❻ 交通広告 0.9%
❼ Facebook・LINE@ 0.9%
❽ テレビ・ラジオCM 0.5%
❾ その他 4.0%

■  年代
❶ 20代 7%
❷ 30代 14%
❸ 40代 25%

❹ 50代 29%
❺ 60代 19%
❻ 70代～ 6%

ご来場のきっかけは
なんですか? 年代

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹ ❶❶❻❻

❷❷

❸❸
❹❹

❺❺

❺❺
❻❻

❼❼
❽❽

❾❾
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■ ご出展社様の感想（出展社アンケートより抜粋）

来場者数相応の引き合い件数でしたが、具体的なお話をできたお客様は、昨年とほぼ同じ位でした。お客様が目
的意識を持って来場されていると近年特に感じます。

具体的引き合いがあり、展示会後にすぐ商談開始できました。

飛び込みでの商談等もあり、充実した環境展となりました。

展示ブース内での成約や、通常の販促ルートでは接点の無い顧客との商談に繋がる等成果があったと思います。

例年より来場者は会場全体を見ても縮小の印象がありましたが、濃い商談案件が複数あり、出展の成果には満足
しています。

出展社のメリットを強く感じることができた。成果はこれからの商談次第だが、来場者から多くの情報を得るこ
とができ、廃棄物の流れを少なからずつかむことができたように思う。

具体的な見込みが6件程できた。普段遠方につき、なかなかお会いできない方々との交流の場にもなった。

開催時期が通常と違った事で新規のお客と出会うことができて大満足の展示会でした。

■どの分野（エリア）に興味を持ちましたか?
❶ 再資源化・廃棄物処理 21%
❷ 水処理・水質浄化 10%
❸ 解体・建設リサイクル 9%
❹ 土壌・大気・環境改善 8%
❺ 地球温暖化防止対策 7%
❻ バイオプラ・包装・エコ製品 7%
❼ バイオマス・有機性廃棄物 7%
❽ 収集・運搬・搬送・物流・保管 6%
❾ 新エネ・再エネ推進 6%
10 節電・省エネ 5%
11 猛暑対策 4%
12 環境ソフト・スケール・測定・分析・ソリューション 3%
13 土木・建設・災害 2%
14 学術機関・団体 2%
15 機密文書・セキュリティー対策 1%
16 サーマル 1%
17 ベンチャー 1%

役職

❶❶

❻❻

❼❼

❷❷

❸❸❹❹❺❺

どの分野（エリア）に
興味を持ちましたか?

❶❶

❷❷

❸❸
❹❹❺❺

❻❻
❼❼

❽❽

❾❾

1010
1111

1313
1414

1616

1212

1515
1717

役員・部長クラス等、商談決裁権のある方に
多数ご来場いただいております。

■役職
❶ 役員 16%
❷ 部長 14%
❸ 課長 11%
❹ 係長 6%
❺ 主任 6%
❻ 一般 28%
❼ その他 19%
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本年も3月12日から15日まで「2019NEW環境展記念セミナー」を開催しました。
今年の講演テーマは、「木質バイオマス利用ビジネス」「処理困難物の処理・リサイクル」「焼却・最終処分と燃え殻・
ばいじん」「中国・東南アジア輸入規制と廃プラリサイクル」「高齢化社会に対応する遺品整理・お片付けビジネス」「食
品リサイクルビジネス」「廃棄物処理法の解説」「業務効率化・省力化の好事例」実務に役立つ8テーマで、4日間に渡
り多くの方々にご参加いただきました。

会期：2019年3月12日（火）〜15日（金）
会場：東京ビッグサイト／会議棟6階
規模：8テーマ

併催事業〈2019NEW環境展記念セミナー〉報告

開催日 講座番号 時間 テーマ・内容

3月12日
㊋

1
13：30

～

16：30

木質バイオマス利用(熱利用・熱電併給)と地方創生
「木質バイオマス利用のファイナンスと事業モデル」
フォレストエナジー（株） 代表取締役社長 沼真吾氏

「地域の木質バイオマス資源を活かした熱供給システムと地方創生モデル」
（株）sonraku 代表取締役 井筒耕平氏

「地域身の丈 小中規模の木質熱/熱電利用－東北での実践」
紫波グリーンエネルギー（株） 代表取締役 山口勝洋氏

2
13：30

～

16：30

明日からできる業務効率化と省人・省力化の好事例
～動向と事例～
「好事例の背景にある業務効率化の第一歩」
公益社団法人全国産業資源循環連合会 講師、元・公益社団法人神奈川県産業資源循環協会 専務理事 渡辺一法氏

「組合研修を通じた業界活性化の取り組み」
全国油脂事業協同組合連合会 専務理事 堀敦博氏

「積極的なIT導入、クラウド化によるわが社の業務効率化について」
アースサポート（株） 代表取締役 尾﨑俊也氏

3月13日
㊌

3
10：00

～

16：00

中国・東南アジア輸入規制の急展開と廃プラリサイクル・処理
「“資源プラ”の取り組みとプラスチックのリサイクル」

「中国・東南アジア輸入規制の急展開と廃プラリサイクル・処理」（株）パナ・ケミカル 代表取締役 犬飼健太郎氏
「日本国内でのリサイクル事業の方向性と取組事例」進栄化成（株） 代表取締役 進藤浩氏
「日本国内の再生利用から燃料化、焼却、エネルギー回収、埋立処分までの概況」解説：週刊循環経済新聞 記者 中西康文

「焼却・埋立・リサイクル 建廃プラの処理危機とその対応」
角山開発（株） 代表取締役社長 湯藤學氏

「RPF等、廃プラサーマルリサイクルの現状と展望」
（株）苫小牧清掃社 常務取締役 山本康二氏

「国内外でのプラスチックリサイクルビジネスの展開状況と今後の動向」
ヴェオリア・ジェネッツ（株） プラスチックリサイクル本部 副本部長 喜田知克氏

4
10：00

～

16：00

食品リサイクルビジネスの新たなステージ
～飼料化・バイオガス化の展開方向～
「食品リサイクル法の進捗と再生利用等の促進策」
環境省 環境再生・資源循環局 総務課 リサイクル推進室 主査 和田直樹氏

「SDGs時代の食品リサイクルビジネス」
一般社団法人全国食品リサイクル連合会 会長 高橋巧一氏

「飼料化の最新の取組事例と養豚事業について」
（有）環境テクシス 代表取締役 高橋慶氏

「JFEグループとJR東日本グループの協業による食品リサイクル事業」
（株）Jバイオフードリサイクル 代表取締役 䕃山佳秀氏

「地方創生から都市型まで新たなバイオガス発電プロジェクト」
アーキアエナジー（株） 代表取締役 植田徹也氏

6



開催日 講座番号 時間 テーマ・内容

3月14日
㊍

5
10：00

～

16：00

新時代を迎える処理困難物の処理・リサイクル
「雑品スクラップ取り扱いの最新動向」
メジャーヴィーナス・ジャパン（株） シニアコンサルタント 堀口昌澄氏

「家庭系有害危険廃棄物（HHW）の状況について」
（株）ハチオウ 取締役副社長 森雅裕氏

「PCBの現状と課題」
一般社団法人日本PCB全量廃棄促進協会 会長 加藤宣行氏

「太陽光パネルのリサイクル ～適正処理と最終処分量の減量化に向けて～」
（株）エーシー 環境リサイクル部 部長 大友潤氏

「充電式電池の再資源化事業について」
日本リサイクルセンター（株） 代表取締役 増田耕一氏

6
10：00

～

16：00

焼却・最終処分の今後と燃え殻ばいじんリサイクル
「基調講演 廃棄物最終処分・焼却事業の近況と今後の事業展開」
大栄環境（株） 執行役員 社長室室長 下田守彦氏

「管理型処分場の施設運営と将来展望」
仙台環境開発（株） 企画開発室 主任 岡沼美香氏

「首都圏の焼却市場の近況とこれからの展開」
（株）ショーモン ミッションランド焼却処理棟 工場長兼部長 関場修氏

「中国の廃プラ輸入禁止と今後の焼却事業の展開&燃え殻・ばいじんリサイクル」
有限会社築館クリーンセンター 代表取締役社長 柏木裕氏

「安定型・管理型 最終処分場の運営管理と事業見通し」
（株）ミダック 代表取締役社長 矢板橋一志氏

3月15日
㊎

7
10：00

～

16：00

高齢化社会に対応する遺品整理・お片づけビジネスの着眼点
「不用品回収・遺品整理に伴う廃棄物の取り扱い」
環境省 環境再生・資源循環局 廃棄物適正処理推進課 主査 大塚一輝氏

「高齢化時代の一時多量ごみと自治体のごみ処理政策」
公益財団法人廃棄物・3R研究財団 調査部長 藤波博氏

「違法行為をしないための遺品整理コンプライアンス」
阿部記念法律事務所 所長 弁護士 阿部鋼氏

「家財整理業者と連携した高齢者生活支援サービスの展開」
ホームネット（株） 代表取締役 藤田潔氏

「家庭系ごみのお片づけ・回収サービスが生み出す地域循環の新たな事業モデル」
（株）山本エコロジーサービス 代表取締役社長 平川知行氏

「遺品整理で一歩先・唯一のサービスを目指して」
（株）ワンステップサービス 代表取締役 藤川雅幸氏

8
10：00

～

16：00

2019年転換期に廃棄物処理法はどう対応するか
～違反事例と罰則～
「不適正処理防止のためのポイントと実務」
公益社団法人全国産業資源循環連合会 講師、元・公益社団法人神奈川県産業資源循環協会専務理事 渡辺一法氏

「廃棄物リスクの実態～取締りの厳格化を乗り切るためには～」
イーバリュー（株） 環境ソリューショングループ マネージャー 佐藤健氏

「違反事例と罰則 ～最近起きた複雑な事案で、建設系、残置系、特管産廃を考えてみよう～」
BUN環境課題研修事務所 主宰 長岡文明氏

「廃棄物処理をめぐる最新動向 ～違反事例・法改正・資源循環動向等～」
佐藤泉法律事務所 弁護士 佐藤泉氏

佐藤氏、長岡氏のパネルディスカッション

7



併催事業〈2019 STOP地球温暖化! 推進フォーラム〉報告

地球温暖化による影響や脅威を学び、今後の対策を導くヒントとして、地球温暖化防止・抑制に資する情報を集めた
特別フォーラムを本年も開催しました。大盛況のうちに終了しました。

会期：2019年3月12日（火）〜15日（金）
会場：東京ビッグサイト／「2019地球温暖化防止展」東5展示ホール内
規模：11セッション
定員：各セッション120名

開催日 セッション 時間 テーマ・内容

3月12日
㊋

1
10：30

～

11：30

パリ協定とSDGsの経済的インパクト
～脱炭素社会をめざす企業・自治体の役割
▪国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP	FI）特別顧問	末吉竹二郎氏

2
13：00

～

14：00

太陽光発電事業をめぐる最新動向
▪（株）資源総合システム	太陽光発電事業支援部	担当部長	大東威司氏
▪（一社）日本太陽光メンテナンス協会	太陽光発電メンテナンス講習会	講師
　（理事会社：関西電機工業（株）	システム工事課	課長）	油川景洋氏

3
15：00

～

16：00

小水力発電 事業化への道程
▪全国小水力利用推進協議会	事務局長	中島大氏

3月13日
㊌

4
10：30

～

11：30

パリ協定実現へ COP24開催報告 ～ビジネス市場の変化を捉えて
▪WWFジャパン	気候変動・エネルギープロジェクトリーダー	小西雅子氏
▪（株）LIXIL	EHS推進部	部長	川上敏弘氏

5
13：00

～

14：00

エネルギーコスト削減とCO2削減につながる省エネの推進
▪東京都地球温暖化防止活動推進センター	技術専門員	大原宗治氏
▪来ハトメ工業（株）	管理部	係長	石原隆雅氏

6
15：00

～

16：00

導入が進む! 省エネとランニングコストで稼ぐ地中熱利用システム
▪NPO法人地中熱利用促進協会	理事長	笹田政克氏
▪ミサワ環境技術（株）	常務取締役	技術開発部部長	田中雅人氏
▪サンポット（株）	技術部	部長	仁木康介氏

3月14日
㊍

7
10：30

～

11：30

パリ協定の実現へ 環境省の温暖化施策、支援策
▪環境省	地球環境局地球温暖化対策課	課長補佐	岸雅明氏

8
13：00

～

14：00

系統制約の規制緩和 ～集中電源から分散電源、再エネの大量導入に向けて
▪京都大学大学院	経済学研究科	経済学部	教授	緒富徹氏
▪デジタルグリッド（株）	代表取締役社長	越村吉隆氏

9
15：00

～

16：00

自治体新電力の台頭と地域創生 ～気候変動時代のエネルギー事業
▪京都大学大学院	経済学研究科	経済学部	教授	緒富徹氏
▪湘南電力（株）	代表取締役社長	原正樹氏

3月15日
㊎

10
10：30

～

11：30

再生可能エネルギーをめぐる最新動向
▪資源エネルギー庁	再生可能エネルギー推進室	室長	杉山佳弘氏

11
13：00

～

14：00

地域資源を活かした木質バイオマス発電・熱利用
▪BERI（株）	代表取締役社長、世界バイオエナジ―協会	常任理事	梶山恵司氏

4日間で675名の皆様にご参加いただきました。ありがとうございました。

◆同会場で行われたその他のイベント

3月12日㊋

～

3月15日㊎

12：00

～

12：30

EU Green Gateway to Japan ワークショップ
【主催】EU Green Gateway to Japan

3月15日
㊎

14：45

～

15：30

世界一のベイエリア経済圏の始動
～グレーターベイエリア構想と新たなビジネス展開の可能性～
【主催】香港貿易発展局

8



TOPIC
循環経済新聞 創刊30周年

海外からも多数の来場者をお迎えしました。

セミナー&フォーラム

あきもと副大臣、勝俣政務官が視察

環境副大臣	秋元司氏、環境大臣政務官	勝俣孝明氏が
NEW環境展・地球温暖化防止展を視察しました。
各出展企業を訪れ、多くの意見交換を行いました。

中国重慶市の環境保全産業協会や、南カリフォルニア大学の学生一行をはじめ、海外から多くのご来場をいただき、
海外ラウンジも賑わっていました。

「NEW環境展記念セミナー」と「STOP地球温暖化!推進フォーラム」では、関連法案や最近の業界動向、事例発
表など事業に役立つ有用な最新の情報を発信いたしました。

NEW環境展ecoキャラ「ecoたろうくん」が、創刊
30周年を迎える弊紙「週刊循環経済新聞」を配布しPR
を行いました。

9



『2019NEW環境展』『2019地球温暖化防止展』では、ご来場の方々
が見やすいよう、分野毎にエリア（コーナー）を設置しました。

展示構成

NEW環境展

再資源化・廃棄物処理エリア

FOCUS! 解体・建設リサイクル

機密文書・セキュリティ対策コーナー

水処理・水質浄化エリア

土壌・大気・作業環境改善エリア

バイオプラスチック・包装・エコ製品エリア

バイオマス・有機性廃棄物処理エリア

関係団体・学術機関エリア

環境ソフト・スケール・測定・分析エリア

収集・運搬・搬送・保管・物流エリア

サーマルエリア

自治体エリア

土木・建設・災害対策エリア

NEW環境展ベンチャーコーナー

地球温暖化防止エリア

新エネ・再エネ推進エリア

節電・省エネ対策エリア

猛暑対策コーナー

地球温暖化防止展ベンチャーコーナー

地球温暖化防止展

10
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2019年出展社一覧 （50音順） 平成31年3月12日付

●海外 …………………………………………
Aerox	
Aggeres
Air	Clean
AMANDUS	KAHL
Anhu i 	 Yuanchen 	 Env i ronmenta l	
Protection	Science	and	Technology
Aquobex
Aurelius	Environmental
BalBok	Engineering
Beijing	Scinor	Membrane	Technology	
BioFuture
BLUE-tec
BLUPURA
BORETECH 	 ENVIRONMENTAL	
ENGINEERING
Clewer	Technology	/	Salmela-Yhtiöt
CM破砕機
COAD
Convergence	Industry
DAEWON	GSI
DRAGFLOW
Dr.	Födisch	Umweltmesstechnik
DUSTKING
DYNASET
Ecomesure
Econet
Eco-Techno
EKOTON	Industrial	Group	/	Prodeko-
Ełk	
EkoWodrol
ENMA
ENTECH2019
EUパビリオン
EZN	Erfinderzentrum	Norddeutschland
FLIP	SCREEN	AUSTRALIA
GUIDETTI
Henan	Recycling	Technology
HFILTRATION
Hydraulic	Analysis	
ICEF2019
INTCO	RECYCLING
ITK	Envifront
J i a n g s u 	 K E SON 	 E n v i r o n m e n t	
Technology
J ing j iang	 Xinsheng	 Env i ronment	
Protection	Technology	
KC-Cottrell	
KEITH
KUKJAE	Environmental	Technology
LIKUID	NANOTEK	
LONGi	MAGNET
M I N C H U E N 	 E L E C T R I C A L	
MACHINERY
m l u - r e c o r d um 	 E n v i r o nm e n t a l	
Monitoring	Solutions
Newlisi
Ningbo	Huilong	Recycled	Resources	
Technology	Holdings
PAXXO	
PCA	TECHNOLOGIES
POLYSTAR	MACHINERY
POZZI	LEOPOLDO
Réalisations	Energie	Rationnelles
SELTEK
Shanghai	Conqueror	Enterprise
SHANXI	 HUAQING	 ACTIVATED	
CARBON	GROUP
Sintrol
SKALAR	ANALYTICAL
Sontech	International
Starlinger	
SWEET2020
SWH	SETS
SYMBIONA	
Weber	Entec
YS	SPECIAL	STEEL
エルダン社
韓国技術ベンチャー財団
環緑機械
上海台群環保科技有限公司
中国国際環境博覧会
日中環境協力支援センター
福順裕實業

●ア ……………………………………………
アーステクニカ

アーステクニカM&S
IMCG
アイオン
アイサン工業
アイシム医療器
愛知県（建設企画課）
愛知コンテナ
アウサ
アオスフィールド
アクアインパルス
アクアス
アクトリー
あさかわシステムズ
旭
旭化成テクノシステム
飛鳥特装
アスク
アステック入江
亜星商事
アタリス
アナログシステム
アプテジャパン
アプライズ
有吉商店
アワーズ
E&Dテクノデザイン
EQJ
伊藤組
伊藤忠システック
伊藤忠マシンテクノス
インターアクション
ヴェオリア・ジェネッツ
ウエスト・クラウド・ジャパン
ウエダアルファ
ウエダ産業
ウエノテックス
牛若丸
宇部マテリアルズ
エイ・アイ・シー
HER
HHC
エーイーエム
エクシィズ
エコウッド
エコクリーン
エコソイルテクノ
エコマスター
エコマックス
エコロ
エジソン
エスアール
SSI
エスエムエス
エスケイ工業
ヱスケー石鹸
NCM
MSC
MB	Japan
MYC
エルコム
エレマ・ジャパン
エンヴィテック・エンジニアリング
エンバイシス
エンバイロ・ビジョン
大川原製作所
大阪エヌ・イー・ディー・マシナリー
大阪大学共創機構
オオノ開發
大橋
大原鉄工所
オカモト産業
奥谷金網製作所
小熊鉄工所
オデッサ・テクノス
オノデラ製作所
オメガニクス

●カ ……………………………………………
カイスイマレン
海洋エンジニアリング
鹿島環境エンジニアリング
ガデリウス・インダストリー
兼松KGK
カネミヤ
神谷商事
加山興業
環境改善推進機構

環境技術支援ネットワーク
環境保全サービス
関西産業
喜多機械産業
北九州環境ビジネス推進会（KICS）
北九州市
九州工業大学	坪田研究室
協栄産業
協和化工
共和工業所
極東開発工業
切川物産
近畿工業
キンセイ産業
クボタ環境サービス
グリーン
クリーンエコロジー
グリーンネットワーク
グリーンベル
クリエイト日報
栗本鐵工所
グローバル・ドリーム
クロダ
グンビル
ケイミュー
恵和興業
ケーアイ工業
ケービーエル
ケルヒャージャパン
ゲルブ・ジャパン
ケンテック研究所
コアテック
KOYO
光洋機械産業
広和エムテック
晃和工業
光和精鉱
ゴーダ水処理技研
コーヤ・エコケミカル
コーレンス
コスモサウンド
コスモテック
小林コンサルタント
コルミディジャパン

●サ ……………………………………………
蔵王産業
佐賀大学
相模商会
坂本技研
サカモトテックス
サタケ
佐藤鉄工
サナース
サワヤ
サン・エンジニアリング
三化応用研究所
三協興産
山光
サンコーマテリアル
サンテクノ
サンニック
サンモア
三友機器
三洋貿易
三立機械工業
三和建商リサイクルセンター
三和産業
サンワ・リノテック
CRTワールド
シーエヌシー
ジーテック
CBM
ジームス
ジェイアール西日本ビルト
JFE環境
JLG	Industries	Japan
ジェイシーイー
ジェイテック
JBRC
JPカンファレンス
JEMS
ジオラフター
シキボウ
シグマ機器
四国建設機械販売
静科

島津製作所
しまね産業振興財団
シャトル
ジャパンマシナリー
商研
商船三井テクノトレード
湘南情報機器システム
湘南貿易
消防環境ネットワーク
ショウワ洗浄機
深空
真空企業
SINKPIA・JAPAN
新ケミカル商事
シンコーサービス
新都ホールディングス
新南
新日鐵住金
新日本電工
新日本溶業
しんのう企画
シンフォニージャパン
新明和工業
伸和機械産業
新和産業
シンーア
スウェーデンスティール
スーパー・フェイズ
スターライト販売
スマイル
スリーエム
西進商事
関口鐵工所
ソーリツ
ソルエース

●タ ……………………………………………
タイガー
大協組
大作商事
大昭工業
DAITO
大東商事
タイムワールド
大陽工機
太洋マシナリー
多機能盛土研究会
タジリ
タステック
達栄工業
田中電気研究所
楽しい
チャレンジサービス
中央電気工業
中堅商事
中部エコテック
長府産業
チヨダマシナリー
ティー・アイ・トレーディング
ティーシージャパン
TB関西物流
ティー・ビー・ロジスティックス
泥土リサイクル協会
テクナード
テクノウェーブ
テクノリンクス
デジタル・ウント・メア
テヅカ
テックコーポレーション
テムスケミカル
寺岡精工
東栄管機
東京エコサービス
東京ガス
東京大学
東京ボード工業
東ソー
TOHTO
東日興産
東北大学大学院	環境科学研究科	高橋（弘）研
究室
東洋亜星
東洋大学	環境工学研究室
東洋大学	国際共生社会研究センター
東和工業
トーユウ
DOT&LINE

2019NEW環境展
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鳥取再資源化研究所
トッププランニングJAPAN
土留部材引抜同時充填工法研究会
殿林
トムラソーティング
富山高等専門学校
富山大学工学部椿研究室
豊橋技術科学大学
ドリームサポート

●ナ ……………………………………………
永石エンジニアリング
長野県リサイクル機器協会
中村基礎
NAKAYAMA（中山鉃工所）
新居浜鐵工所
新實商店
ニオイックス
西村鐵工所
西山商店
日建
日工
二宮産業
日本RPF工業会
日本エス・ディー・エル
日本エリーズマグネチックス
日本乾溜工業
日本汽罐
日本グリーンパックス
日本最先端技術研究所
日本産業廃棄物処理振興センター
日本シーム
日本施設
日本磁力選鉱
日本専機
日本ソフケン
日本大学産官学連携知財センター
日本鳩対策センター
日本フイルム
日本ミシュランタイヤ
ニューマチック
ニルフィスク
ノースウエスト
ノーユー社
ノルトロックジャパン

●ハ ……………………………………………
バイオアパタイト
BIOISM
パイオニア風力機
廃ガラスリサイクル事業協同組合
Hi-jet	AAC工法協会
剥離廃液を適正に処理する会
パナ・ケミカル
パナソニック環境エンジニアリング
花見台自動車
原田産業
BDF
HI-TO
VIPグローバル
英商事
ヒフミ産業
フォレストテクニック
福岡大学産学官連携研究機関　資源循環・環
境制御システム研究所
福助工業
福田刃物工業
富士クリーン
富士鋼業
富士車輌
フジテックス
藤野興業
藤林商会
プランテック
プラントシステム
プロフレックス
ベックワークス
ヘリオス
ペレンクST　ジャパン
ホーライ
北進重機
北陽實業
星川
細田企画
北国インテックサービス

●マ ……………………………………………

日本精線
日本ユニテック
日本小水力発電
日本電子工学
日本マグネティックス
日本木質ペレット協会
日本ワイドクロス
ニューフィールド

●ハ ……………………………………………
バッテリーバンクシステムズ
BGCTジャパン
フォレストエナジー
フナボリ
フルハシEPO
平成エレクトリック
北陸精機
香港貿易発展局

●マ ……………………………………………
マーチ
マルヒ
ミサワ環境技術
ムライケミカルパック
メドウニクス
モス山形

●ラ ……………………………………………
ライフコミュニケーション
ラディクールジャパン
ランド

●ワ ……………………………………………
ワインハウスゲアハルト
渡会電気土木

●海外 …………………………………………
Ailipu	Technology
CINK	Hydro-Energy
Krieg	&	Fischer	Ingenieure
LIPP
REHART	POWER

●ア ……………………………………………
アースブロージャパン
IHI回転機械エンジニアリング
アステックペイントジャパン
アネスト岩田
安藤ハザマ
イーエス・ウォーターネット
イーコークス
イーズライフ
イー・セレクト
ETG　Japan
イーレップ
伊藤組
AGCオートモーティブウィンドウシステムズ
エイチ・ピー・アイ
A&M
エクオ
エコインジャパン
エコスタイル
エコハート
NA企画
エフケイティーラボ
MDI
ENPOSS	JAPAN
オーウイル
大沼プランニング
岡田商事
オキシー

●カ ……………………………………………
カインドモスイノベーション
ガラス発泡資材事業協同組合
環境総研
環境テクシス
環境ビジネス総合研究所
関西電子
岐阜バッテリー販売
きやま商会
空調服
クールミストLine®
KSJ
ケイケイ
ケネック
興栄
コスモサウンド

●サ ……………………………………………
再資源化研究機構
サワヤ
サンポット
シーイーエム
JAGシーベル
塩谷建設
ジオパワーシステム
シガセイバー
ジャパンマグネット
神鋼商事
スイシン
STOP地球温暖化!推進フォーラム会場
ゼネラルヒートポンプ工業
ゼロコン
全国エネルギー管理士連盟
全国小水力利用推進協議会

●タ ……………………………………………
大光テクニカル
たけでん
脱炭素化支援
WWS-JAPAN
地中熱利用促進協会
テクニス
テック高橋
東京大学
東京都環境局
東芝プラントシステム
東鉄工業

●ナ ……………………………………………
新潟県
日曜発明ギャラリー

2019地球温暖化防止展

ご出展ありがとうございました。

マーテック
前川工業所
前出産業
マクシスコーポレーション
マシンソル
マツダ
マツボー
松本鉄工所
松本日光舎
マルエイ
丸健
丸八
マルホウ
マルマテクニカ
丸和
満栄工業
御池鐵工所
ミダック
水海道産業
みのり産業
宮城県ソフトウェア事業協同組合
MIYOSHI
ムーブ
無臭元工業
睦システム
村上開明堂
村上精機工作所
ムラコシ
明光商会
名濃
メガアシスト
メッツォジャパン
メルシー
最上クリーンセンター
モキ製作所
物井工機
モリマシナリー
諸岡

●ヤ ……………………………………………
安川電機
安田製作所
山路製陶工房
ヤマト
山畑コンテナ製作所
山本エコロジーサービス
山本製作所
ユアサ商事
ユアサ製作所
油圧綜合
ユーラステクノ
ユタニ工業
横井製作所
横浜エコロジー
ヨロズヤ

●ラ ……………………………………………
ライナックス
ラシュラン
リサイクルクリーン
Rita	Technology
リックス
リトラス
リプロテック
流機エンジニアリング
龍谷大学	龍谷エクステンションセンター
了生
両備ホールディングス
リョーエン
リョーキ
リョーシン
緑産
REREX
レッツ
レフォルモ
ロゼッタ

●ワ ……………………………………………
ワールドケミカル
ワールド工業
和興通信工業
早稲田大学　地盤工学研究室
綿谷製作所
ワム・ジャパン
ワンウィル
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130,450人
15,452 36,817 43,783 34,308

2003NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

141,568人
15,131 38,793 45,260 42,384

2004NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

153,252人
14,285 45,118 47,955 45,894

2005NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

154,027人
16,574 45,698 46,143 45,612

2006NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

180,717人
23,675 48,569 59,749 48,724

2008NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

170,396人
27,035 39,768 51,698 51,895

2009NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

157,905人
21,628 35,791 49,781 50,705

2011NEW環境展
2011地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

165,810人
26,893 39,516 50,547 48,854

2013NEW環境展
2013地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

162,586人
26,073 38,561 52,214 45,738

2012NEW環境展
2012地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

129,790人
15,357 37,075 41,823 35,535

2002NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

119,218人
11,109 31,903 36,552 39,654

2001NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

115,566人
10,662 29,288 38,053 37,563

2000NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

111,836人
12,974 31,733 30,532 36,597

'99廃棄物処理展
（東京ビッグサイト東ホール）

79,200人
6,299 21,696 26,045 25,160

'95廃棄物処理展
（晴海）

87,979人
11,553 20,902 28,167 27,357

'96廃棄物処理展
（東京ビッグサイト西ホール）

90,703人
14,419 21,941 30,150 24,193

'97廃棄物処理展
（東京ビッグサイト西ホール）

101,317人
11,027 27,503 31,672 31,115

'98廃棄物処理展
（東京ビッグサイト東ホール）

167,939人
18,237 46,715 57,634 45,353

2007NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

2014NEW環境展
2014地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

167,210人
27,010 40,083 49,613 50,504

2010NEW環境展
2010地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

172,515人
29,173 40,482 49,486 53,374

2015NEW環境展
2015地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

167,540人
27,457 39,683 49,871 50,529

29,378 37,095 46,679 44,806
157,958人

29,848 37,504 46,131 44,714
158,197人

30,445 37,021 46,219 44,537
158,222人

25,815 29,795 31,364 29,002
115,976人

■ 開催第1日目　　■ 開催第2日目　　■ 開催第3日目　　■ 開催第4日目

2016NEW環境展
2016地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

2017NEW環境展
2017地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

2018NEW環境展
2018地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

2019NEW環境展
2019地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

来場者 DATA
■来場者集計

業態分類 来場者数 構成比 来場者数 構成比
一般廃棄物・産業廃棄物・
リサイクル業 29,696 26.0%

33,287 29.0%環境保全・水・土壌・大気 2,503 2.1%
解体工事業 1,088 1.0%
環境関連機械・器具・
資材メーカー 6,872 6.0%

24,112 21.0%
プラントメーカー 3,079 2.6%
鉄鋼・金属関連 2,522 2.2%
輸送機関連産業 1,755 1.5%
石油・化学工業 2,977 2.5%
機器販売商社 6,907 6.0%
製造・販売業 23,315 20.0%

27,179 23.0%
運輸・倉庫・流通サービス業 2,491 2.1%
ホテル・飲食業・外食産業・
総合サービス業 1,166 1.0%

医療機器・福祉施設 207 0.1%
建設業 9,667 8.3%

15,878 13.7%

住宅・不動産業 926 0.7%
電気・ガス・水道業・熱供給 1,503 1.3%
情報通信関連産業 1,497 1.3%
農林水産業・鉱業 604 0.5%
事業所一般 1,681 1.5%
学識者 778 0.7%

8,461 7.3%
コンサルタント業 3,842 3.3%
研究機関・各種情報機関 1,072 0.9%
一般市民 1,915 1.6%
学生等 854 0.7%
国会・地方議員 237 0.2%

6,135 5.2%
中央官庁 266 0.2%
地方自治体 2,173 1.9%
その他関係諸団体 3,459 3.0%
プレス 924 0.8% 924 0.8%

総合計 115,976 100.0% 115,976 100.0%
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■ 出展社数　　■ 出展小間数

282社
1,042小間

352社
1,224小間

419社
1,328小間

382社
1,335小間

455社
1,409小間

473社
1,566小間

506社
1,581小間

529社
1,797小間

542社
1,988小間

536社
2,072小間

549社
2,168小間

552社
2,357小間

575社
2,421小間

587社
2,501小間

559社
2,023小間

408社
1,595小間

231社
483小間

639社
2,078小間

415社
1,535小間

132社
307小間

547社
1,842小間

508社
1,872小間

119社
289小間

627社
2,161小間

507社
1,953小間

125社
295小間

632社
2,248小間

515社
2,031小間

130社
236小間

645社
2,267小間

510社
2,052小間

112社
219小間

622社

509社
1,890小間

2,271小間

487社
1,849小間

130社
246小間

617社
2,095小間

484社
1,783小間

121社
280小間

605社
2,063小間

442社
1,739小間

153社
313小間

595社
2,052小間

408社
1,710小間

101社
180小間

NEW環境展 地球温暖化防止展

NEW環境展 地球温暖化防止展

NEW環境展 地球温暖化防止展

NEW環境展 地球温暖化防止展

NEW環境展 地球温暖化防止展

NEW環境展 地球温暖化防止展

NEW環境展 地球温暖化防止展

2003NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

2004NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

2005NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

2006NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

2008NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

2009NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

2011NEW環境展
2011地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

2015NEW環境展
2015地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

2002NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

2001NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

2000NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

'99廃棄物処理展
（東京ビッグサイト東ホール）

'95廃棄物処理展
（晴海）

'96廃棄物処理展
（東京ビッグサイト西ホール）

'97廃棄物処理展
（東京ビッグサイト西ホール）

'98廃棄物処理展
（東京ビッグサイト東ホール）

2007NEW環境展
（東京ビッグサイト東ホール）

2010NEW環境展
2010地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

2016NEW環境展
2016地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール） NEW環境展 地球温暖化防止展

NEW環境展 地球温暖化防止展

2017NEW環境展
2017地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

2018NEW環境展
2018地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

2019NEW環境展
2019地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

2014NEW環境展
2014地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

2013NEW環境展
2013地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

2012NEW環境展
2012地球温暖化防止展
（東京ビッグサイト東ホール）

NEW環境展 地球温暖化防止展

出展社 DATA
■エリア別比率

エリア 社数 小間数 総社数
比率

総小間数
比率

Ｎ
Ｅ
Ｗ
環
境
展

再資源化・
廃棄物処理エリア 160 1035 31.4% 54.8%

FOCUS!
解体・建設リサイクル 15 65 2.9% 3.4%

環境ソフト・スケール・測
定・分析エリア 15 26 2.9% 1.4%

土木・建設・災害対策エリア 7 11 1.4% 0.6%
機密文書・
セキュリティ対策コーナー 1 4 0.2% 0.2%

NEW環境展
ベンチャーコーナー 14 21 2.8% 1.1%

関係団体・学術機関エリア 14 15 2.8% 0.8%
水処理・水質浄化エリア 41 104 8.1% 6.1%
自治体エリア 13 5 2.6% 0.3%
収集・運搬・搬送・保管・
物流エリア 21 152 4.1% 8.0%

土壌・大気・
作業環境改善エリア 60 124 11.8% 6.6%

サーマルエリア 12 73 2.4% 3.9%
バイオマス・
有機性廃棄物処理エリア 26 59 5.1% 3.1%

バイオプラスチック・
包装・エコ製品エリア 9 16 1.8% 0.8%

合計 408 1710 80.2% 90.5%

地
球
温
暖
化
防
止
展

節電・省エネ対策エリア 8 8 1.6% 0.4%
地球温暖化防止エリア 8 8 1.6% 0.4%
新エネ・再エネ推進エリア 44 97 8.6% 5.1%
猛暑対策コーナー 27 50 5.3% 2.6%
地球温暖化防止展
ベンチャーコーナー 14 17 2.8% 0.9%

合計 101 180 19.8% 9.5%
総合計 509 1890 100% 100%

※上記の社数は連名会社・団体を含む
※上記の小間数は屋内小間・屋外小間を含む
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